
風水害・
土砂災害対策①

14

15

切り取り線

風水害・土砂災害の種類と特徴 I

風速15ｍ（毎秒）以上の半径 
 

（気象庁による） 

台風の大きさと階級分け

大型（大きい）

超大型（非常に大きい）

500ｋｍ以上～800ｋｍ未満

800ｋｍ以上

階 級 

最大風速（毎秒） 
 

（気象庁による） 

33ｍ以上～44ｍ未満

44ｍ以上～54ｍ未満

54ｍ以上  

強い

非常に強い

猛烈な

階 級 

台風の強さと階級分け

※土壌雨量指数：土壌中に貯まっている雨の量に基づき、降雨による土砂災害発生の危険性を示す指標 

5.307

一時間雨量=30ミリ 
三時間雨量=50ミリ

100

143

大雨注意報

大雨警報
平坦地：一時間雨量=60ミリ 
平坦地以外：三時間雨量=100ミリ

雨量基準 土壌雨量指数基準※

（気象庁による） 

平均風速（毎秒） 予報用語 想定される被害 

10m以上～15m未満 やや強い風 風に向かって歩きにくくなる。取り付けの不完全な看板やトタン板が飛び始める。

15m以上～20m未満 強い風 風に向かって歩けない。転倒する人も出る。ビニールハウスが壊れ始める。

20m以上～25m未満

25m以上～30m未満　　　　　　　　　　　　　

30m以上～ 猛烈な風 屋根が飛ばされる。木造住宅の全壊が始まる。

非常に強い風

（暴風） 立っていられない。屋外での行動は危険。樹木が根こそぎ倒れ始める。

しっかりと身体を確保しないと転倒する。風で飛ばされた物で窓ガラスが割れる。

風の強さと想定される被害

（気象庁による） 

1時間の雨量（ｍｍ） 予報用語 想定される被害 

10mm以上～20mm未満 やや強い雨 地面からの跳ね返りで足元がぬれる。長く降り続くときは注意が必要。

20mm以上～30mm未満 強い雨 傘をさしていてもぬれる。側溝や下水、小さな川があふれ、小規模のがけ崩れが始まる。

30mm以上～50mm未満 激しい雨 道路が川のようになる。山崩れ、がけ崩れが起きやすくなり、危険地帯では避難の準備が必要。

50mm以上～80mm未満 非常に激しい雨 水しぶきで視界が悪くなる。地下に雨水が流れ込む。土石流が起こりやすい。

80mm以上～ 猛烈な雨 大規模な災害が発生する恐れが強い。厳重な警戒が必要。

雨の強さと想定される被害

大雨注意報・大雨警報の基準

記録的短時間大雨情報とは？
　数年に一度しかないような激しい雨が予測されたときに気象庁が発表します。この情報が発
表されたときは、その大雨が災害の発生につながる事態を意味しています。

　熊谷地方気象台では、大雨により災害が発生すると予想される場合に、大雨注意報・警報を
発表します。秩父市の基準は以下のとおりです。

　主に夏から秋の初めごろに日本へ接近・上陸し、
強風と大雨で被害を与えます。中心付近の最大風速
が17.2メートル以上のものを台風、それに満たない
ものを熱帯低気圧と読んでいます。
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　集中豪雨とは、短時間のうちに狭い地域に集中し
て降る豪雨のことです。発生の予測が難しく、急激
に状況が変化するため、少しでも異常や危険を感じ
たら、すぐに避難するようにしましょう。
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強風域（風速15m／s以上）の半径 

500km未満 

500km～ 
800km未満 

800km～ 

台風 

大型の（大きい）台風 

超大型の（非常に大きい）台風 

　家屋にも浸水や強風への備えが必要です。台風
や豪雨が迫ってからの対策は危険なので、日ごろか
ら周囲を点検しておき、自分で改善できないものは
専門業者に相談してみましょう。

台風に備えよう（強風対策） 

●屋根 

●窓ガラス 

●ベランダ 

□瓦やトタンのひび割れ、 
　ずれをなくす 
□アンテナはしっかり 
　固定する 

●雨どい 
□つなぎ目のはずれ、塗料のはがれがないかを確認 
□土や砂、落ち葉で詰まらせないように 

□強風に飛ばされ 
　そうなものは置 
　かない 

●雨戸 
□がたつきがないように 
　調整する 

□ひび割れ、破損、 
　ぐらつきがないかを確認 

 集中豪雨に備えよう（大雨対策） 

注意報 ： 災害が起こるおそれのある場合に発表　 警報 ： 重大な災害が起こるおそれのある場合に発表 

�Ù���>	Å	Ø�C�t�«�™�b�”��
　テレビやラジオで発表さ
れる気象庁からの警報・注
意報などに注意しましょう。
また、がけの亀裂や水位の
変化など、身近な環境の変
化にも注意を。
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　浸水が心配される場合は、家財道具や貴
重品、生活用品、食料などを高い場所へ移
動させておく。
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　台風が接近しているときや、豪雨の危
険性があるときは、むやみに外出しない
ように。外出時には天気予報を確認し、
少しでも危険を感じる場所には近づかな
いことです。
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　被害が想定される場合には、事前に子
どもや高齢者、病人などを安全な場所に
避難させておきます。

　水深の浅い初期の段階なら、家庭にあるもので対応することができます。

　40　程度の容量の
ゴミ袋を二重にして、
半分程度の水を入れ、
すき間なく並べる。段
ボールに入れてつなげ
れば強度が増し、積み
重ねることもできる。

●プランターとシートを利用
　土の入ったプランターを縦長に並べ、
レジャーシートを巻きつけて補強する。
プランターの代わりに、
水を入れたポリ容器
や中に土を入れ重く
したビールケースな
ども利用できる。
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●ゴミ袋を利用 


